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目黒区立目黒西中学校 

 

目黒区立目黒西中学校が開校しました 

校長 田井 俊行    

令和７年４月１日、目黒区立目黒西中学校は開校いたしました。始業式、

入学式、新入生歓迎会・部活動紹介、開校式等を経て、新しい学校として

の一歩を踏み出すことができました。生徒の皆さん、この一年間の一つ一

つの積み重ねが、目黒西中学校の新たな伝統の礎となっていきます。どの

ような学校になるのかは、これからの一年間、皆さん一人一人の行動にか

かっています。このような特別な機会を経験できることは、なかなかあり

ません。皆さんの力で、素晴らしい学校を創り上げていきましょう。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本校教育活動へのお力添えを、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

目黒区立目黒西中学校 開校記念式典 式辞 

校庭の桜の花もまだ美しく咲き誇る本日、ここに目黒区立目黒西中学校の開校記念式典を挙行できま

すことは、この上ない喜びであるとともに、令和３年から長きにわたる日々を乗り越え、本日を迎えら

れたことに深い安堵と、感慨を覚えます。 

本日は、御多用の中、御臨席賜りました目黒区長青木英二様、目黒区議会議長おのせ康裕様をはじめ、

御来賓の皆様に心より御礼申し上げます。また、開校に御尽力いただきました目黒区教育委員会の皆様、

地域の皆様、温かい御理解と御協力を賜りました保護者の皆様に、心より深く感謝申し上げます。 

さて本校は、「自律」と「共創」を教育目標に掲げました。「自律」とは、与えられたことを、ただこ

なすのではなく、物事を自分事として捉え、自ら学びの目的や方法を考え、試行錯誤しながら様々な活

動に取り組み、課題解決のために最適な解を導き出す力です。 

そして、「共創」とは、多様な人々と共に、互いに寄り添い共感することを通して、常に人権尊重の意識

を持ち、新たな価値を創造する力です。本校は、この二つの教育目標のもと、未来を主体的に切り拓く

生徒の育成を目指してまいります。 

教育目標の「共創」という目標について、皆さんにお伝えしたいエピソードがあります。生徒の皆さ

んには、入学式に歓迎の言葉を述べる二人の生徒の話をしましたが、もう一つ皆さんに伝えたかったの

で、ここでお話をします。私が３月３１日まで校長を務めておりました第十一中学校から、新校への引

っ越し作業は、多くの困難を伴うものでした。そのような中、第八中学校のある先生が、新しく完成し

たこの目黒西中学校の正面玄関の写真を送ってきてくださいました。真新しい校章、そして学校の名前

が刻まれた美しいプレートが掲げられていました。その先生は、少しでも早く私にそれを見せようと、

写真を送ってくれました。写真も嬉しかったのですが、写真を送ってあげようという、その先生の気持

ちがとても嬉しかったのです。新しく始まる学校への期待とともに、その先生の温かい心遣いが、胸に

深く染み入りました。この先生の行動も、相手を思いやり、共に何かを創り上げていこうという気持ち
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の表れ「共創」のひとつ、だとも感じました。 

さて、次にこちらの校旗を御覧ください。この校旗には、前身である第八中学校の象徴「白鷺」と、

第十一中学校の象徴「月桂樹」が施されています。第八中学校の象徴である白鷺には、この地域に語り

継がれる伝説があります。その昔、この地に住んでいたトキワ姫が、戦いを収めようと遣いに放った白

鷺が弓で射落とされてしまいました。そして、その白鷺が落ちた場所から、美しい白い花、「鷺草」が生

えてきたそうです。人々は、主人のために信義に行きようとした白鷺が花になって生まれ変わったのだ

と、その花を大切に育て、そして、この話を長く後世に伝えました。もうひとつの、第十一中学校の象

徴である月桂樹は、古代ギリシャ以来、勝利と栄光の象徴として尊ばれてきました。困難に打ち克ち、

目標を達成する強い意志と不屈の精神を表しています。この二つの象徴を組み合わせた校旗は、両校の

歴史と伝統を受け継ぎながら、生徒たちが白鷺のように信義を大切にするとともに、月桂樹のように困

難に立ち向かい、未来に向かって大きく羽ばたいてほしいという願いが込められています。生徒の皆さ

んはこの校旗の下、各自の個性と才能を伸ばし、未来の社会を担う人材へと成長してくれることを、心

から願っています。 

さて、私は今回の開校に際し、次のことを思い出しました。それは、人類初の月面着陸を成し遂げた

アポロ１１号のことです。１９６９年７月 20日、アポロ１１号の船長、ニール・アームストロング船

長は、月面に降り立った際にこう言いました。「これは一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にと

っては偉大な一歩だ」と。この言葉は、本日、私たちが迎えた新校の開校にも通じるものがあると感じ

ています。ここに集う私たちの一人一人の一歩は、小さな一歩かもしれません。しかし、私たちは目黒

西中学校という新しいステージに、今、立っています。生徒の皆さんの成長、そして目黒の教育のさら

なる発展など、大きな飛躍となる可能性を秘めていると信じています。アポロ１１号の月面着陸は、宇

宙飛行士たちの勇気と努力によって成し遂げられました。しかし、その偉業の陰には、地上で、彼らを

支え続けた管制官をはじめとする、多くのクルーの存在がありました。彼らの存在があったからこそ、

人類は月面に足跡を残すことができたのです。この目黒西中学校の開校もまた同様です。統合前の両校

の教職員、保護者、地域の皆様をはじめとする、多くの関係者の皆様の熱意と御尽力の賜物であること

はもちろん、開校に至るまでの長きにわたる協議会での熱心な議論、そして目黒区教育委員会の力強い

御支援なしには、この日を迎えることはできませんでした。そうした多くの力強い支えがあったからこ

そ、新しい学校を無事に開くことができました。私は、この開校式を、今日は出席していない、当初か

ら支えてくれた関課長や小嶋係長とも、この喜びをともに分かち合いたいです。 

私たちは今、まさに未来へ向かって出発する瞬間に立ち会っています。この開校を単なる到達点とす

るのではなく、私たちはこれからさらに遠く、より高い目標を目指して進んでいきたいと考えています。 

結びに、保護者の皆様、地域の皆様、これからの本校の教育活動への御理解と御協力を切にお願い申し

上げます。子どもたちの成長のためには、学校と家庭、そして地域が互いに手を携え、共に育んでいく

ことが不可欠です。皆様の温かい御支援と御協力が、本校の発展、そして生徒たちの豊かな成長の大き

な支えとなります。どうぞよろしくお願い申し上げます。また、目黒区立第八中学校・第十一中学校は、

それぞれの歴史を閉じ、本日、目黒西中学校として新たな一歩を踏み出しました。両校の精神は、新校

においても確実に受け継いでいきます。それぞれの学校に関わってくださいました全ての方々に、改め

て心からの感謝を申し上げますとともに、今後とも変わらぬ御支

援をお願いいたします。 

さあ、生徒の皆さん。皆さんは、この新しい学校の歴史を創る

主人公です。「自律」「共創」この教育目標を日々大切にして、た

くましく成長していってください。私たち教職員は、皆さんの可

能性を信じ、全力で皆さんの成長をサポートします。共に学び、

共に成長し、未来に向かって大きく羽ばたいていきましょう。 



 

【４月の予定】


